
 

民俗芸能伝承に係る取組状況 

 

（ふりがな） 

民俗芸能名 

（えっちゅうおどり（せりこみちょうろく）） 

 越中踊り（せり込み蝶六） 

保存団体名 越中踊り子供保存会 

保存会員数の推移 

（うち小・中・高生） 

H20.10 H25.10 H30.10 

   11人 

（ 11人） 

   20人 

（ 20人） 

   13人 

（ 13人） 

子どもたちに対する伝

承活動の内容 

これまでの経過 

 取組内容 

取組体制 

 学校との連携 

 保護者との連携 

 指導方法 

 指導会場 

 指導頻度 

   などを記入 

１９９７年、地域から託され「越中踊り子供保存会」

を東川第二小学校に設立。子どもへの伝承を始める。

２００５年に児童が初めて魚津市へ行き、指導を受

け、以後これまでに６回の交流を持つ。地域の発表の

場では保存会の会員児童が踊る。会員児童と保護者、

学校で協力し合う体制。学校の体育館を練習場所に使

わせてもらい、またお便りの配布もお願いする。保護

者は練習のサポートや、発表時に必要な準備等の協

力。指導は学校体育館や第二コミュニティセンターで

週１回放課後に１時間。指導者を中心に高学年や保護

者の協力の下、行っている。 

伝承活動を継続する上

での工夫 

練習前の空き時間に子供たちが自由に遊び、楽しい雰

囲気になっている。練習後や発表時に、ご褒美として

景品やおやつを用意する。 

 

伝承活動を継続する上

での課題 

中学生になると練習時間に間に合わなくなったり、部

活動のスケジュール調整が難しくなったりする。中学

生以降または地域の大人で踊り続ける人がいると、子

供の活動も活気が出ると思う。 

発表機会 

※年間の発表回数と発

表会場を記入 

（過去３年分） 

過去３年間の発表回数はどの年も５回。 

羽衣公園ステージ（どんとこいまつり） 

ＪＡひがしかわ特設ステージ（てっぺん祭り） 

東川町第二地区コミュニティセンター（敬老会等） 

東川町農村環境改善センター（町民総合文化祭） 

 




